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　市場の動向に対しては、欧米の発想に基づくタ
レントマネジメントを、日本企業がうまく咀嚼し
定着させることができなかったことが指摘され
る。日本の人事制度は評価が主観的で、成果の要
件が明確に定義されていないなど、曖昧で目に
見えない人事要素が存在するため、欧米流のシ
ステムで管理しきれない部分も多い。また、ユー
ザー企業には、タレントマネジメントというテー
マのもとで何を実現したいのか目的が明確に
なっていないケースもみられた。
　しかし、表面的なブームが去った後でニーズが
顕在化し、実需が見えてくるという側面もあり、タ
レントマネジメントへの注目をきっかけに、最適
な人材配置や組織力向上を図りたいという意識
は高まっている。従来の人事システムは日々の業
務の効率化やコスト削減を主目的としていたの
に対し、タレントマネジメントは経営戦略に基づ
いて人材情報の把握と配置を行い、さらに集約し
た情報をキャリア形成に活かして個人のタレント
を開花させ、総合的に組織力向上へと繋げること
を目的とする。ワークスタイルの多様化、ダイバー
シティの推進、少子高齢化、後継者育成、人事採
用の変化、グローバル化など、経営環境、雇用環
境が大きく変わる中、企業の規模を問わず、本来
的な意味での人事の役割は重要性を増している
と言える。
　ユーザー企業が考慮すべきはタレントマネジ
メントシステムを導入するかどうかの検討やシス
テムの機能の優劣の比較ではなく、企業の方向
性や戦略に基づいた人事マネジメントの確立や
人事業務プロセスの見直しという観点でのIT活
用であり、パートナーとなりうるベンダーの選択
もポイントとなるだろう。
　この観点でクレオマーケティングの取組を紹
介する。ZeeM事業部 営業部長の寺崎氏は、「タ
レントマネジメント自体は一過性の施策で終わ
るものではない、継続的なテーマだ。企業によって

やりたいこと、すべきことは多岐に亘る。適切な人
材配置を行うために人事情報を柔軟に検索した
い企業もあれば、組織の人材の偏りや傾向と業績
との関連を分析したい企業もある。また、中堅企
業と大手企業ではニーズも異なる。課題をヒアリ
ングすると、人事システムとしてのZeeMの機能で
解決するケースも少なくない。」と説明する。
　現在クレオマーケティングは、ユーザー会など
の活動を通して、人事業務の専門性をさらに高
め、ZeeMに蓄積された人事情報の活用を支援す
ることを目指している。分析やレポーティングの
機能を強化すると同時に、情報の効果的な活用
方法を積極的に提案していく考えだ。
　寺崎氏は「離職率を下げるためにはどうすれば
よいか、組織の活性化や人材育成に向けた人事
制度の改善点はどこにあるかなど、人事部は様々
なマネジメント情報を必要としており、具体的に
役立つアイデアやノウハウを提供していきたい。
ZeeMを利用することにより、経営層の人事部へ
の評価が高まるような状況を実現するのが理想
だ。」と事業の方向性を示した。
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